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分娩や妊婦健診等の受け入れについて 

 

今般、こども家庭庁成育局及び厚生労働省医政局の連名にて、分娩や妊婦健診等

の受け入れについて事務連絡が本会宛てまいりましたので、ご連絡申し上げます。 

本事務連絡は、妊婦の健診や分娩を行う医療機関においては、妊娠の成立過程に

かかわらず、妊婦が安心・安全に出産できるよう、分娩や妊婦健診等の求めについ

て、適切な対応を行うよう依頼するものです。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会

及び関係医療機関への周知方、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 



事 務 連 絡 

令和５年 12 月 18 日 

 

（別記団体の長） 殿 

 

こども家庭庁成育局母子保健課 

厚生労働省医政局地域医療計画課  

厚 生 労 働 省 医 政 局 医 事 課 

 

 

分娩や妊婦健診等の受け入れについて 

 

 

 医療行政及び母子保健行政の推進については、かねてより特段のご配慮をいただ

いているところであり、深く感謝申し上げます。 

妊娠期からの切れ目のない支援を行うとともに、妊婦が安心・安全に出産できる

環境を整備することは重要な課題であり、令和５年６月 13 日に閣議決定された「こ

ども未来戦略方針」で示された「こども・子育て支援加速化プラン」等に基づき、

様々な取組が進められていますが、今般、第三者からの精子提供を利用して妊娠し

た女性カップルや未婚女性が、医療機関において分娩や妊婦健診等を拒否される事

案が生じているとの情報が寄せられているところです。 

分娩や妊婦健診等の受け入れについては、下記のとおりですので、各医療機関に

おいて適切な対応が行われ、妊娠の成立過程にかかわらず、妊婦が安心・安全に出

産できるよう、またこどもの安全が図られるよう、貴団体内において周知をお願い

いたします。 

 

 

記 

 

 



妊娠の成立過程それ自体が分娩や妊婦健診等の受け入れを拒否される根拠

とはならないものです。 

また、医師法第 19 条第１項において、「診療に従事する医師は、診察治療の

求があつた場合には、正当な事由がなければ、これを拒んではならない。」と

定めていますが、妊娠の成立過程それ自体は、妊婦の診察治療の求めを拒む正当

な事由とはならないものです。 

こうしたことから、妊婦の健診や分娩を行う医療機関においては、妊娠の成

立過程にかかわらず、妊婦が安心・安全に出産できるよう、分娩や妊婦健診等

の求めについて、適切な対応を行うようお願いいたします。 

  



（別記） 

・公益社団法人 日本医師会 

・公益社団法人 日本産婦人科医会 

・公益社団法人 日本産科婦人科学会  

 


